
パシフィック・パートナーシップ２０１０

２０１０．６．１５～６．２８ カンボジア・シアヌークビル
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パシフィック・パートナーシップ２０１０への参加（概要）

グアム経由サンディエゴか
ら

（注） 行動日程は、今後の状況に応じて変更される可能性があります。

ベトナム

（ｸｲﾆｮﾝ）

シンガポール

（ﾁｬﾝｷﾞ）

５．２３ 呉 発
７．１５ 呉 着

５．３１ ベトナム 着
医療活動等：約２週間
６．１２ ベトナム 発

６．１５ カンボジア 着
医療活動等：約２週間

６．２８ カンボジア 発

７． １ シンガポール 着
補給・休養： ３日

７． ４ シンガポール 発

米軍病院船
「マーシー」の行動

日米艦船など共同での行動・活動

カンボジア

（ｼｱﾇｰｸﾋﾞﾙ）

グアム経由サンディエゴか
ら

平成２２年５月２３日～７月１５日 （約２か月間）

＜防衛省・自衛隊＞
・ 海自輸送艦「くにさき」１隻

（乗員等約１６０名）
・ 陸海空３自衛隊混成医療支援チーム
医官、歯科医官、薬剤官、看護官、衛生員等

（約４０名）
＜民間協力団体＞ （次頁参照）
・ 医療系団体、災害救援系団体

（４団体２２名）
計 約２２０名

・ 医療活動
・ 人員・物資の輸送
・ 文化交流

・ 支援・交流対象国 ：ベトナム、カンボジア
・ 補給のための寄港 ：シンガポール

○日 程

○参加者等

○活動内容

○訪問国

海自輸送艦「くにさき」の行動

海自輸送艦「くにさき」



パシフィック・パートナーシップ２０１０の実績
（カンボジア医療活動日：６月１６日～２１日、２３日～２７日）

医療活動
自衛隊 ＮＧＯ

計
ﾍﾞﾄﾅﾑ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 小計 ﾍﾞﾄﾅﾑ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 小計

内 科 ７１５名 １１５４名 １８６９名 ４３５名 ９４５名 １３８０名 ３２４９名

歯 科 ５８１名 ４９１名 １０７２名 ― １３１名 １３１名 １２０３名

計 １２９６名 １６４５名 ２９４１名 ４３５名 １０７６名 １５１１名 ４４５２名

医療活動（患者数） 自衛隊 ＮＧＯ 計

内 科 １１５４名 ９４５名 ２０９９名

歯 科 ４９１名 １３１名 ６２２名

計 １６４５名 １０７６名 ２７２１名

＊カンボジアでは医療サイトにおける活動のほか、米海軍病院船マーシーにて、
ＮＧＯが２６件の口唇口蓋裂手術等を実施

（参考）ベトナム及びカンボジア医療実績（医療サイト）



行動概要（カンボジア）

・６／１５ 海自輸送艦くにさき シアヌークビル入港

州知事、レアム海軍基地司令等への表敬

・６／１６ 開会式

・６／１６～２１ 医療活動（シアヌーク州立病院）

・６／１７ 文化交流（チア・シム小学校）

・６／１８～２１ 医療活動（米海軍病院船マーシー）

・６／２３～２７ 医療活動（アンドン・トゥーモ小学校）

（６／２６ 黒木日本大使視察）

・６／２４ 文化交流（サクラ学園）

・６／２６ くにさき艦上レセプション

・６／２７ 閉会式

・６／２８ 海自輸送艦くにさき シアヌークビル出港



カンボジア ｼｱﾇｰｸﾋﾞﾙ近郊における活動場所

学校

病院

病 院－ Sihanouk Provincial Hospital （シアヌーク州立病院）： Quarter 4, Preah Sihanouk City, Prea Sihanouk Province

学校－ Andaung Thma School （アンドン・トゥーモ小学校）：Trapaing Sa-oy II Village, Andaung Thmar Commune, Prey Nub District,Preah Sihanouk

おおすみ型
輸送艦（岸壁）



医療活動

内科（自衛隊） 口唇口蓋裂手術（ＮＧＯ：米海軍病院船マーシー内）

歯科（ＮＧＯ）内科（陸自医療用車両内）



文化交流

剣 道

日本語教室

折り紙

歓迎の演奏



人員・物資輸送の様子（陸自医療用車両などの輸送）

レアム海軍基地へ陸自医療用車両を輸送

シアヌークビル港湾係留中の「くにさき」から発進するＬＣＡＣ

医療活動現場に診療ブースとして設置された陸自医療用車両（シアヌーク州立病院） 人員輸送する海自作業艇



その他

ＮＧＯのシェルターを患者待機場所として使用受診のため受付に集まる、カンボジアの住民ら

活動終了前日、「くにさき」艦内で行われたレセプションの様子 閉会式（シアヌークビル港）


